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婦妊学級を開講

大村保健所では本年度第三回の妊婦学級をつぎ

のとおり開きます。初姫婦のかたは多数ご参加

ください.ム開講日10月10日から毎週火曜日

く午後1時30分から 3時30分まで〉六週間の予

定ム場所大村保憧所ム講議内容妊娠の生理ほ
か9課目ム申込みは大村保健所へ

(一)

四

H
ク
ラ
ブ

大
村
市
農

技
術
試
換
金

村
背
少
年

ク
ラ
ブ

(四

H
ク
ラ
ブ
)
で

は
農
業
、
農
家
生
活
改
善
に
つ

い
て
の
技
術
交
換
大
会
を
九
月

二
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
県
立

閑
芸
高
股
講
堂
で
行
な
い
ま
す

乙
れ
は
農
業
の
研
究
、
改
良

農
家
生
活
改
善
の
実
践
活
動
を

推
進
し
て
い
る
農
村
青
少
年
、

婦
人
が
集
ま
っ
て
、
日
ご
ろ
の

研
究
、
実
践
活
動
で
体
得
し
た

技
術
の
競
技
交
換
を
行
な
う
も

の
で
、

賢
作
物
、

土
壊
、
生
活

① 

三
浦
出
張
所
下
付
近

三
浦
出
張
所
下
付
近
の
水
田
約
二

ヘ
ク
タ
ー

ル

(一一
町
歩
)
は
三
十
二
年
七
月
二
十
五
日
の

水
害
で
流
失
問
-没

し
、
水
田

の
中
心
部
を
流
れ

て
い
る
花
の
木
川
も
、
埋
没
し
、
水
田
と
川

の

区
別
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

い
ま
で
は
立

一加
に
整
地
も
で
き
花
の
木
川

の
護
岸
も
で
き
あ

が
っ
て

い
ま
す

(
写
真
上
は
災
害
当
時
、

国
民
年

金
法
の

一一ー-

部
が
改
正
さ
れ
ま
す

死
亡

人
M

老
令
年
金
の

合

人M

繰

上

支

給

食

十
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
人

は
原
則
と
し
て
六
十
五
才
か
ら
老

令
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
希

望
者
に
は
六
十
才
か
ら
で
も
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

六
十
五
才

か
ら
も
ら
っ
年
金
融
の
約
六
割
程

度
て
な
り
ま
す
。

下
は
復
旧
後
)

時

金

の

改
善
に
つ
い
て
の
審
査
、
診
断

判
定
、鑑
定
競
技
を、
普
通
作
物

園
芸
作
物
、
畜
産
、
生
活
の
四

部
門
に
わ
げ
て
実
施
し
ま
す
。

参
加
者
は
農
村
青
少
年
、
婦

人
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
み
は
九
月
二
十
五

日
ま
で
県
農
業
改
良
普
及
所
ま

た
は
原
口
郷
一

O
六
七
原
田
健

吾
に青

少
年
指
導
者
の

研
修
会

地
域
社
会
に
あ
っ
て
宵
少
年

の
健
全
育
成
活
動
に
従
事
し
て

お
ら
れ
る
指
噂
者
の
方
々
の
饗

成
と
資
質
の
向
上
を
は
か
る
た

め
長
崎
県
主
儲
で
制
域
宵
少
年

随
全
育
成
指
導
者
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
一
般
の
か
た
の
参
加

を
望
み
ま
す
。

ム
日
時
十
月
二
日

人以

以

上

の

子

と

生

大
一
ま
す
。

公

計

を

同

一

に

し

公

一

台

加

算

額

の

改

正

カ

一

戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
援
護
一
四
項
症
よ
り
第
六
項
症
ま
で
、
第

公

て

い

る

と

き

の

公
一
福
祉
半
金
受
給
者
は、

年
聞
の

一法
が
こ
の
た
び
つ
ぎ
の
と
お
り
改
一
一
款
症
よ
り
第
三
欺
症
ま
で
)
陣

公

支

給

制

限

を

撒

公
一
所
得
が
十
三
万
円
以
上
あ
れ
ば
年
一正
に
な
り
昭
間
三
十
六
年
十
月
二
害
一
時
金
(
第

一
軟
症
よ
り
第
三

人以

鹿

公

一
金
の
支
給
を
停
止
さ
れ
ま
す
が
、
一
日
か
ら
脳
行
き
れ
ゐ
こ
と

足

り

一
款
症
ま
で
)
の
額
か
増
額
さ
れ
ま
一
毎
年
執
行
さ
れ
て
い
森
重

母
子
福
祉
年
金
を
受
い
て
い
る
一説
務
教
育
絡
了
前
の
子
を
扶
養
す

一ま
レ
た
の
で
、

該
当
さ
れ
る
か
た
一
し
た
。

一間司
祭
が
き
た
る
十
月
二
十
日
県
忠

も
の
に
二
一十
五
才
以
上
の
子
が
一

る
と
き
は
、
そ
の
子
一
人
に
つ
き

一は
所
定

ω手
続
き
ゼ
し
て
く
だ
さ
一
入
夫
婚
姻
に
よ
る
要
の
父
、
一
岡
田
措
(
市
内
三
城
)
で
お
こ
な
わ

同
一
の
生
計
じ
い
る
と
ほ
金
は
支
二
万
五
千
円
必
加
算
レ
た
額
ま
で

一

い

。

一

母

又

は
配
偶
者
に
遺
族
単
金
等
が
一
れ
ま
ヲ
。

給
さ
れ
な
い
こ
と
じ
な
っ
て
い
ま
一
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
せ
ん
。
一
徴
用
を
う
け
た
者
が
後
日
、

一昭
和
三
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
支
一
国
の
た
め
に
命
を
陣
げ
ら
れ
た
わ

し
た
が
、
そ
の
制
限
を
撒
隣
し
現
一
ま
た
、
乙
の
加
算
額
を
三
万
円
一
軍
属
(軍
よ
り
給
料
を
党
け
た
も
一
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
た
し
た
ち
の
肉
親
、
友
人
、
知
人

行
の
扶
養
義
掛
者
の
所
得
制
阪

一
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
一
の
)
と
な
り
、
そ
の
も
の
が
軍
の
一
注
旧
民
法
じ
よ
る
入
夫
婚
姻
に
一
等
畏
附
県
関
保
五
万
八
千
百
余
柱

(
扶
養
家
族
一
人
の
場
合
、
所
得
一
ま
す
。
指
定
し
た
管
理
工
場
等
で
勤
務
中
一
よ
り
入
夫
と
な
っ
た
者
と
、
そ
の
一
の
み
た
ま
を
お
な
ぐ
さ
め
す
る
た

税
年
額
一
万
八
千
百
円
)
以
卜
で
一
(
内
地
勤
務
)
業
務
上
負
傷
し
、
ま
一
妻
の
父
母
と
の
聞
に
は
法
律
上
の
一
め
、
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
よ

あ
れ
ば
文
給
℃
さ

る

こ

と

に

な

り

一

た

は

死

亡
し
た
場
合
に
障
害
年
金
一
親
子
関
係
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
一
ぅ
、
乙
の
た
び
長
附
県
州
国
慰
問問

ま
た
は
遺
族
給
与
金
が
昭
和
三
十
一
生
活
の
実
態
ほ
、

む
こ
養
子
と
養
一
事
賛
会
で
は
、
一
般
の
ど
協
力
を

六
年
十
月
一
日
か
ら
支
給
さ
れ
る
一
父
母
と
の
関
係
と
類
似
レ
た
関
係

一お
酬
い
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
一
出
費
多
端
の
時
期
で
は
あ
り
ま
す

旧
令
共
済
組
合
よ
り
年
金
等
(
殉
一

も
と
の
陸
海
軍
の
学
生
生

一
が
後
日
町
総
代
よ
り
奉
賛
袋
が
配

職
年
金
、
障
害
年
金
)
の
支
給
を
一
徒
と
し
て
の
在
職
制
問
中
に
，死
一
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ど
協
力
願
い

受
げ
て
い
る
場
合
は
、
援
誕
法
の
一
亡
し
た
者
の
遺
族
じ
年
金
問
機
昭
一
ま
す
。

規
定
に
よ
る
給
与
金
(
年
金
)
等
一
和
三
十
六
年
十
月

一
日
か
ら
遺
伝
一
(州
国
間
抱
一増
資
会
大
村
支
部
)

は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

一年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
一

軍
人
、
軍
属
及
び
堰
軍
属
に
一
ま
し
た
。

(
遺
以
年
金
額
の
十
分
一

支
給
ぷ
れ
て
い
た
障
害
半
金
(
第
一
の
六
が
支
給
さ
れ
る
)

創

設

を

ど

公

死

亡

一
時

金

大

会

制
度
の
創
設

介

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人

が
年
金
を
も
ら
う
前
に
死
亡
し
た

と
き
は
、
そ
の
保
険
料
は
か
け
捨

て
に
な
ら
ず
、
そ
の
人
と
生
計
を

同
一
に
レ
て
い
た
配
偶
者
、
子
、

人
以
受
給

資

格

期

命

先

問

の

短

縮

公

障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
遺
児

年
金
は
保
険
料
を
納
め
亡
い
る
闘

人
以

母

が

二

十

五

才

公
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午
前
九

時
1
午
後
四
時

ム
場
所
大
村
市
中
央
公
民
舘

ム
参
加
申
込
九
月
二
十
五
日

ま
で
福
祉
事
務
前
ヘ

ム
受
講
修
了
者
に
は
修
了
証
を

交
付
し
ま
す

ム
参
加
対
象
者

児
童
委
員
、
市
教
育
関
係
者

市
青
少
協
委
員

・
幹
事
、

母

子
相
談
協
助
員
、保
護
司
、
防

犯
組
合
幹
鋭
、
婦
人
団
体
、

背
少
年
団
体
幹
部
、
そ
の
他

の
青
少
年
指
導
者
、

(
福
祉
事
務
所
)

問
月

1
口
月
の
実
弾

射
撃
日
劃

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
部
隊

で
は
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
つ

ぎ
の
日
程
に
よ
り
、
池
田
射
撃

一

場
で
実
制
射
撃
を
実
施
し
ま
す

-

〔
卯
月
〕
2
日

t
m目
、
お
日

1
引
日

〔

U
月
〕
何
回
t
初
日

〔
吃
月
〕

4
日
l
9
日
、
日
日

J

M
目
、
四
日

t
n日

(
福
祉
民
事
務
所
)

金 額

5.000円

7，000円

14，000円

21.000円

， 28.000円

36.000円

44，000円

52.000円

死亡 一 時金

保険料納付済期間

3W.以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満-

20(，刊誌上25年未満

Z 5年以上初年未満

初年以上何年未満

35年以上

私
は
信
州
の
農
家
に
生
れ
た

イ
プ
の
婦
人
が
歩
い
て
い
た
、
と
い
い
つ
意
味
が
乙
も
っ
て
い
る
山

川
の
だ
が
、
お
や
じ
さ
ん
と
お
ふ
投
票
に
行
く
と
と
ろ
ら
し
い
。
の
を
く
み
取
る
乙
と
が
で
き
た
…

川
く
ろ
さ
ん
が
一
緒
に
外
出
す
る
そ
の
婦
人
は
、
向
乙
う
か
ら
投
票
を
済
ま
せ
て
、
出
口
で
符
川

川
の
を
ほ
と
ん
ど
見
た
乙
と
が
な
投
票
を
す
烹
せ
て
帰
っ
て
来
た
っ
て
い
る
と
、
出
て
来
た
女
房

川

川
か
っ
た
。
そ
の
風
習
が
私
に
も
知
人
に
「
あ
な
た
誰
に
投
票
な
が

「ど
な
た
に
投
票
な
さ
っ
た
川

川
伝
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
さ
っ
た
の
」
と
聞
い
た

「誰
々

の

」
ど
言
っ
た
。
「
誰
々
だ
よ
」
川

川
私
は
女
房
と
一
緒
に
歩
く
の
が
よ
」
と
相
手
が
答
え
る
と
、
「
と
答
え
る
と
、

「あ
l
ら
そ
う
山

川
い
ま
で
も
て
れ
く
さ
い
の
だ
。
あ
1

ら
そ
ろ
な
の
、
ア
ッハ

ッ

な
の
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
」
と
女
房
は
川

川
し
か
し
選
挙
の
時
だ
け
は
、

私
ハ
」

と
男
の
よ
う
な
声
で
笑
っ

さ
去
ほ
ど
の
婦
人
の
口
調
そ
真
川

川
の
万
か
ら
、
さ
あ
出
か
は
ち
た
。
次
に
出
合
っ
た
知
人
に
も
似
て
い
っ
た。

「
バ
カ
に
し
な
川

川
と
女
房
巻
誘
っ
て
い
つ
も
い
っ

同
じ
質
問
を
し

「あ
l
ら
そ
う
さ
ん
な
」
と
い
う
と、

「パ
カ

川

川
し
ょ
に
出
か
け
る
。

な

の

、

ア
ッ
ハ
ッ
ハ
」
L
f

笑
う
に
な
ん
か
し
て
は
い
ま
せ
ん
よ

川

川
誘
わ
な
い
と
女
房
は
家
事
に
か

の
だ
っ
た

。

今

の

言
葉
の
申
に
、
あ
な
た
も

川

川
ま
け
て
投
票
そ
忘
れ
る
心
配
が
私
は
そ
の
婦
人
の

「あ
l
ら

誰
々
さ
ん
な
の
感
心
感
心
と
い

川

川
日
一一=
一一一一一三
一一一一一一昨
あ
る
か
ら
だ
。

そ
う
な
の
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
」

と
百

三
思
味
そ
含
め
た
つ
も
り
よ
」

山

山

一

房

川

こ

の

前

の

選

い

ろ

言
葉
の
中
に、

誌

の

時

と
言
っ

て
、
女
房
は
に
や
っ
と
…

叫

に

川

挙
の
時
だ
っ
た
は
、
「
あ
1

ら
あ
な
た
は
そ
ん

笑
っ
た。

川
ー

川
一
川
一
戸
附

や
は
り
二
人
で
な
人
に
投
票
じ
た
の
、
お
か
し

巾
村
武
志

(作
家
)

山

i

J

l
 

山
劇
七
日
川

そ
ろ
っ
て
出
か
い
わ
ね
」
と
い
v

つ
響
き
秒
一位
じ

〔話
レ
あ
い
シ
リ
ー
ズ
よ
り
〕
川

川
川

相

等

劃

け

た
。
私
達
の
た
二
百
葉
は
同
じ
で
も
、

二
度

山

選

附

すJ
ぐ
前
を
五
十
男
時
は

「あ
i
i
ら
あ
な
た
も

川
剖
=
=
=
=
=
=
=
一
=
一
訓
年
輩
の
女
史
タ

誰
々
さ
ん
な
の
、

感
心
感
心
」

戦
傷
病
者
、

請
求
手
続
に
つ
い
て
は
市
福
祉

事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

一
福
枇
事
利
所
)

戦
没
者
遺
族
等

ご
協
力
を

援

護

法

の

一

部

改

正

殉
国
慰
霊
奉
賛
に
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高
に
な
っ
℃
い
v
る
購
入
飼
料

産
筑
能
力

検
定
事
業

の
中
間
結
果
ま
と
ま
る
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農業および畜産の概況

種

年

次

農
耕
作
業
用
睡
自
動
車
(
テ
ー
ラ
ー
)
は
陸
連
事
務
所
ヘ
守
司
て
車
問
審
号
の
指
定
を
受
け
軽
自
動
車
届
出
済
証
を
携
帯
し
、
さ
ら
に
向
動
車
問
害
賠
償
保
険
に
加
入
ーノ
古
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
崎
県
陸
運
事
務
所
で
は
つ
ぎ
の
日
割
で
届
出
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
通
知
書

(
は
が
き
)
印
鑑
、
テ
ー
ラ
ー

(リ
ヤ
カ
ー
と
も
)
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
料
そ
の
他
千
五
百
円
を
当
日
持
っ
て
来
て
ぐ
た
さ
い。

ム
9
月
幻
自
(
叩
時
i
5
時
)
大
村
農
協
ム
犯
日

(
9
時
J
n
時
加
分
)
西
大
村
農
協
ム
犯
臼

(
1
時
1
5時
)
三
浦
農
協
ム
伺
臼

(
9
時
1
3時
)
鈴
田
農
協
ム

m日
(
9
時
i
5時
)
費
瀬
第
一

農
協
ム
同
月
刊
日
(
日
時
1
5
時
)
松
原
農
協
ム
叩
月

u
・
ロ
日

(
9
時

t
s時
)
口
日

(9
時
J
4
時
}
県
道
路
盤
賄
事
務
一
之
当
日
も
よ
り
の
場
析
で
冨
出
が
で
き
な
か
ろ
た
人
は
問
月
四
、
旧
日
空
直
路
整
備
事
距
明
で
聞
出
を

し

て

く

だ

さ

い

。

(

国

V
岡
県
豊
謹
事
務
一
方

テ
l
ラ
の
届
出



(矛295号)

他
国
住
宅
十
区
子
供
去

(つ

く
し
会
)
で
は
、
昭
和
三
十
四

年
五
月
か
ら
子
供
ど
も
た
ち

ω

健
全
育
成
の
た
め
剣
道
を
欠
か

さ
ず
実
施
し
て
、
青
少
年
の
非

行
防
止
な
ど
に
大
き
な
効
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

と
の

「
つ
く
し
会
」
は
、

昭

和
三
十
二
年
二
月
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
が、

そ
の
動
機
は
昭

和
三
十

一
年
に
四
名
の
非
行
少

年
が
出
ま
し
た
の
で
町
内
役
員

会
で
青
少
年
の
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
結
果
、
子
供
会
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

父
兄
が
学
校
の
協
力
を
得
て
環

摘
を
よ
く
す
る
推
構
役
と
な
っ

て
子
供
会
の
育
脱
に
当
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当

時
公
民
舘
も
な
か
っ
た
た
め
個

人
の
家
持
借
り
て
、

害
道
、
珠

算
、
社
会
面
の
指
導
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
多
く

りよアゴ政市村

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
結
成

一
年
佐
じ
は
順
調
な
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
四
倖
同
地
区
が
背

少
年
防
犯
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
嘗
紫
署
を

は
じ
め
関
係
当
局
の
指
-不
疹
守

(
朝
夕
二
回
)
実
施
し
て
き
ま

し
た。剣
道
部
発
足
当
時
は
、
竹
刀

の
持
合
せ
も
な
く
、

竹
を
切
っ

て
竹
刀
に
代
え
ま
し
た
。
そ
の

後
防
具
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
苦

し
い
生
活
費
の
一
部
や
さ
い
て

剣
道
て

d
t

て、

よ
う
や
く、

全
員
の
防
具

を
そ
ろ
え
る
乙
と
を
決
め
ま
し

た
が
、
乙
れ
そ
聞
い
た
婦
人
の

か
た
た
ち
も
協
力
す
る
乙
と
と

な
り
、
み
ん
な
で
努
力
し
た
結

果
全
員
の
防
具
キ
購
入
す
る
乙

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

子
ど
も
に

円
を
三
十
円
に
増
額
し
、
研
修

な
ど
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
き
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
で
は
、
子
供
失
剣
道
部

に
池
田
住
宅
全
部
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
、
と
と
し
の
四
月

か
ら
は
毎
日

(
朝
夕
)
げ
い
古

お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
努
力
が
実
る

っ
て
育
成
七
当
っ
た
た
め
非
常

に
効
果
か
あ
が
り
ま
し
た。

同
年
五
月
心
身
の
鍛
練
川
剣

道
が
も
っ
と
も
よ
い
と
い
う
乙

と
で
子
供
会
じ
剣
温
部
を
設
け

指
導
に
は
剣
道
協
会

一
期
教
師

が
当
り
、

毎
週
木
曜
、
土
曜

や
っ
と
五
組
を
そ
ろ
え
る
乙
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
と
の
事
情

存
聞
い
た
普
察
署
は
ご
組
の
防

具
を
貸
与
し
ま
し
た
。

乙
の
程
度
の
防
具
で
は
全
員
の

練
習
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た

の
で
、
父
兄
と
懇
談
会
を
璽
ね

大

Aふ旬、 ~~

7L Z完封

υ~~ ~~ 

己とりヌ
ミヨ?=J!

?j治手:
:;:カザ

七段、}¥
!?:ヵミ

ぅ流i
i続ij
(;期'"

合
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

一¥
、
i
ノ
〆
①
予
防
注
射
の
励
行
一邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
健
康
に
注

す
が
、

熱
は
な
く
、
元
気
も
よ
い

一「
予
防

)
H
予
防
鏡
団
法
に
よ

一意
す
る
。

た
め
に
そ
の
ま
ま
見
逃
さ
れ
る
こ

一
/
{
¥

っ
て
生
後
三
カ
月
1
一た
お
、
当
市
で
は
十
月
中
に
予
防

と
も
あ
り
ま
す
。
ジ
フ
テ
リ
ア
は
一六
カ
月
の
聞
に
三
刷
、
そ
の
後
十

一接
種
そ
実
施
の
予
定
で
す
。

早
期
に
発
見
し
て
、
適
当
な
治
療

一ニ
カ
月
十

八

カ
月
の
聞
に

一

回

(

保
隙
衛
生
ぎ

を
行
な
え
ば一
ニ
i
四
週
間
で
全
治一
小
学
校
入
学
削
六
カ
月
、
車
業

し
ま
す
が
、
悪
性
ジ
フ
テ
リ
ア
や
一
六
カ
月
に
各

一
同
予
防
注
射
を
す

治
療
が
お
く
れ
た
り
す
る
と
急
性

一る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
玄
す
。

涼
レ
い
秋
じ
似
っ
て
来
る
と
、
ジ
一
リ
ア
菌
叫
五
十
八
度
の
温
度
で
十

一は
発
病
と
と
も
に
三
十
八
度
く
ら
一期
を
過
ぎ
て
か
ら
、
ジ
フ
テ
リ
ア一
と
く
に
初
凶
免
疫
の
場
合
は
三
回

フ
テ
リ
ア
の
発
生
し
や
す
い
時
期
一分
間
で
死
滅
し
ま
す
。
ジ
フ
テ
リ

一い
の
熱
が
出
て
、
咳
が
出
た
り
、
問
ニ
後
マ
ヒ
と
い
っ
て
心
筋
炎
、J
口
査
一実
施
し
な
い
と
予
防
止
射
を
し
た

に
な
り
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
の一

ア
菌
は
の
ど
に
白
い
膜
を
作
り
、
一頭
痛
を
訴
え
る
こ
と
が
多
く
、
咽
一
マ
ヒ
、
呼
股
器
系
筋
肉
の
マ
ヒ
、
一
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
ジ
フ

全
国
な
ら
び
に
長
崎
県
の
月
別
抱
一
菌
の
毒
素
か
全
身
を
ま
わ
り
、
神
百

(の
ど
の
上
の
ぎ

を

見

る一

そ
の
他
身
体
各
所
の
神
経
の
マ
ヒ
一テ
リ
ア
に
擢
嵐
し
た
人
で
も

差

生
状
況
を
見
ま
す
と
、

七
月
が
最
一
経
一
ド
結
合
し
て
ま
ひ
さ
せ
て
、

、υ
一と
白
い
膜
が
つ
い
て
い
る
の
が
見
一な
ど
の
後
遺
症
や
謀
症
を
喜

一は
で
き
ま
せ
ん
の
で
予
防
注
射
を

低
で
、

緊

急

に

か
り
で
流
行
一脇
マ
ヒ
を
お
こ
し
た
り
、

緊

企

え
ま
す
。
霊

ジ
フ
テ
リ
ア

(の

一ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一注

げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の

忠

良

子

。

当
市
で
も
一
道
ま
ざ
い
で
窒
患
を

き

し
た

一ど
の
奥
の
万
の
部
分
)
は
咳
が
犬
一¥
)

/
医
師
の
指
示
ど
お
り

一①
外
出
後

ま
十
人
以
上
の
子
供
の
ジ
フ
テ
了
す
る
恐
し
い
病
気
で
す
。
ま
た

一の
遠
吠
え
の
よ
う
な
感
じ
で、

膜
一戸
治

療

)
の
治
療
を
?つ
り
る
乙
一の
F

つ
が
い

リ
ア
患
者
か
発
生
し
て
い
ま
ザ
の
一ジ
フ
テ
リ
ア
菌
伝
言
の
強
い
一が
大
き
く

な

る

と

気

量
い
で
一

(

、
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
一は
必
ず
す

で
、
流

fn期
を
前
に
して・

3
ぁ
一
も
の
と
、

比
較
的
弱
い
も
の
と
が

官

は

次

第
に
苦
し
く
な
り
ま
す
一が
、
呼
吸
困
難
の
た
め
、
忠
者
は
で
き
と
。

さ
ん
、
お
と
お
さ
ん
が
た
が
ジ
フ
一
あ
っ
て
、
強
い
も
の
に
感
決
す
る
一ヵ
、
口
を
開
り
さ
せ
て
み
て
も
膜
一不
安
が
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
周
囲
一③
咳
が
あ

テ
リ
ア
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
一
と、

感
性
の
ジ
フ
テ
リ
ア
と
な
っ一
は
見
え
ま
せ
ん
。

一
の
人
が
落
着
い
て
、
精
神
的
に
勇

一る
子
供
、

よ
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ジ
フ
テ
一
て
危
険
な
状
態
と
き
こ
と
が
あ

一
塁
ン
フ
テ
り
ア
は

通

算
努

一気
づ
付
て
あ
げ
な
り
れ
ば
な
り
ま

一洋

の

ひ

リ
ア
か
ら
か
わ
い
い
お
寸
様
を
守
一
り
ま
す
。

一膜
や
濃
汁
の
た
め
に
ふ
さ
が
れ
て

一せ
ん
。
ま
た
よ
口
び
る
が
た
だ
れ
一と
↑
子
供

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
一

一乳
児
で
は
お
乳
を
飲
む
時
苦
し
む

一る
ほ
ど
桝
汁
を
出
す
子
供
は
、
二

は
医
師
の

¥

¥
/

/

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
の
感
一

¥
〕

/

/
発
病
部
位
に
よ
っ
て
一
乙
と
が
あ
り
、
ま
た
騨
の
中
に
血

一度
専
門
医
の
診
鋲
を
つ
げ
た
万
が

一診
察
を
つ

(
原
因
)
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
一
戸
症

状
)
症
状
は
異
り
ま
す
が

一票
混
っ
た
り
、

器

禁

あ
ま
一安
全
で
す
。

一け
る

(

、
病
気
で
す
。
ジ
フ
一ア

一

(

思
ジ
フ
テ
リ
ア
で
一り
長
い
た
め
、
診
察
を
う
け
た
場

一

一

④

芸

風

(毎月1日.1 0日.10臼発行〉

症
状

1
の
ど
に
白

い
膜
が
で
き
ま
す

昭和何年9月三0日
(昭和“年4月22日第三種郵便物認可)(三)

昭
和
三
十
四
年
十

一
月
に
は

数
年
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た

公
民
舘
の
建
設
も
で
き
、
剣
道

の
け
い
古
は
も
ち
ろ
ん
、

子
供

会
の
運
営
も
便
利
に
な
り
ま
し

た
。従

来
の
一

一戸
当
り
会
費
二
十

を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
最
近
で
は
、

正
し
い
す
な
お
な
生
活
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
い
ま
ま
で
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
子
ど
も
ま
で

進
ん
で
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、

一
人
も
欠
か
さ
ず
け
い
古
に
は

げ
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
子
供

会
の
運
営
も
子
供
た
ち
が
自
主

的
に
計
画
し
、
実
行
に
移
す
な

ど
、
住
宅
の
子
ど
も
た
ち
は
全

員
楽
し
く
、
明
る
い
毎
日
を
す

ど
し
て
い
ま
す
。

ジフT')ア寝毛李月別主動

一一全国
長崎呆

(.8/1平日ヨ5年 ) す

¥¥ー j¥J

Jo 
1(. 

国唯申
之
市
十
字
化
に
付
し
て

/ え .j '/. f 6 7 J' 7 /0 N • 

Jo 

.)o 

白
川

7
r
7
4
dr

，
人

子
供
会
が
で
き
て

か
ら
、
お
か
あ
さ
ん

た
ち
の
協
力
は
大
き

な
も
の
で
、

防
具
購

入
に
力
を
注
い
だ
ほ

か
、
け
い
古
着
の
製

作
や
レ
ク
リ
エ
l
シ

ヨ
ン
で
山
登
り
を
す

る
と
き
は
弁
当
の
お

世
話
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
熱
心
に
面

倒
を
み
て
こ
ら
れ
、

子
供
会
の
健
全
な
育

成
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
を
見
逃
す
ζ
hは

で
き
ま
せ
ん。

乙
の
よ
う
に
努
列
さ
れ
た
功

労
が
認
め
ら
れ
、
子
供
会
に
対

し
本
年
五
月
五
日
県
知
事
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
福
祉
事
務
所
)

無
料
法
律
相
談
所

を
開
設

大
村
調
停
協
会
、
長
崎
地
万

家
庭
裁
判
仲
大
村
支
部
で
は
十

一
月
十
一
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で、

大
村
商
工
会
議

所
講
輩
、
松
原
公
民
舘
で
無
料

法
待
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で、

多
数
C
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
は
①
金
銭
の
貸
借

土
地
家
康
じ
っ

νて
の
争
い
、

①
交
通
事
故
や
そ
の
仙
の
不
法

行
為
に
も
と
づ
ど
損
害
賠
償
、

③
夫
婦
親
子

ω争
い
や
遺
産
等

の
も
め
ζ
と
、
④
そ
の
他

一
般

の
法
律
問
題
日
ど
で
、
と
の
ほ

か
市
か
ら
も
出
席
し
、
①
生
活

保
護
、
国
民
年
金
、
世
帯
更
生

(
福
祉
)
資
金
貸
付
②
市
税
③

国
民
健
康
保
険
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
に
も
応
じ
一
ま
す
。

1
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上記表は昭和35年2月か ら11月ま での検定成績



(四)

旦
停
車
し
な
い
の
が
原
因

(才295号)りよアゴ

防
止
の
た
め
の
交
通
安
全
日

毎
月
五
日
が
:
:
:
道
路
を
広
く

正
し
く
使
う
連
動
安
全
日

毎
月
十
五
日
が
・
・
:
:
万
戸
惑
京
全

日

等

正

引

場

者

給

付

金
等
一
会
舘
ま
た
は
も
と
の
陸
海
軍
に
①
旧
蘭
領
、

東
印
度
諸
島
、
旧

私
立

'
T
K

支
給
法
が
改
正
さ
一
よ
り
本
邦
へ
の
引
揚
の
要
請
が
あ
一
英
領
マ
レ
イ
半
島
、
英
領
ボ
ル
ネ

・
す

E
.
れ
ま
し
た
。
一
っ
た
も
の
で
、
引
揚
げ
た
も
の
に
一
オ
H
昭
和
十
六
年
八
月
一
日
ま
で

剖

を

乙

の

改

正

法
に
よ
一
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
に
六
カ
月
以
上
生
活
の
本
拠
客

引

法

り

新

た

に

該
当
さ
一

①
南
洋
都
島
H
昭
和
十
八
年
十
一
し
て
い
た
も
の
で
、
同
日
以
降
格

帳
消
取
引
自
民
諮
問副
都
見
詰
鈷
間
目
的
留

日
J

司
ム
お
た
ず
ね
の
う
え
一
も
の
、
ま
た
は
引
揚
後
死
亡
し
た
一
者
の
相
互
交
換
(
交
換
船
)
に
よ

一請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
も
の
。

一

り

引

揚

げ

た

も

の

を

含

む

)

一
ム
請
求
期
限
が
昭
和
三
十
七
年
一

②
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
H
昭
和
十
一
な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
四
月
二

(
大
器
室
、
王
月
十
六
日
ま
で
一
カ
年
延
長
さ
士
ハ
年
十
二
月
八
日
ま
で
に
六
カ
月
午
日
発
行
の
本
紙
に
掲
載
し
て
お

大

村

市

安

通

安

全

一

れ

ま

し

た

。

一

以

ト

主
活
の
本
拠
を
有
し
た
も
の
一
り
ま
す
の
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

協
会
、
大
村
地
区
一
ム
南
方
議
室
地
域
)
か
士
」
十
九
年
七
月
百
以
降
引
き
揚
一
審
事
務
所
)

踏
切
事
故
防
止
対
一
ら
ム
「
時
大
戦
の
開
戦
前
ま
た
は
大
一
げ
た
も
の
、
以
下
南
洋
郡
島
に
同
一

策
協
鵠
雲
)
戦
中
(
次
の
時
期
)
に
お
い
て
在
一
じ
。

毎
週
月
曜
日
が
:
:
:
交
通
安

全
指
導
日

り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
市
民
の
交
通
安
全
日
は
一
と
定
め
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で

毎
月
一
日
が
:
:
:
ふ
み
切
事
故
一
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

別川剛川附111111111川川川1111"1剛山a
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「
ふ
み
切
り
」
事
故
は
最
近
全
国
一
数
箇
所
に
敷
設
し
て
お
り
ま
す
が

的
に
、
ま
た
は
県
内
各
所
で
も
相
一
ふ
み
切
で
は
乙
の
線
が
あ
っ
て
も

次
い
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
一
な
く
て
も
通
過
す
る
車
両
は
、
必

大
村
市
内
の
四
十
三
償
所
の
踏
切
一
ず
一

臣
停
車
し
て
安
全
巻
確
め
た

に
お
い
て
も
一

E
停
車
を
し
な
か
一
後
通
る
よ
う
に
し
な
り
れ
ば
な
り

っ
た
た
め
の
衝
突
(
死
傷
)
事
故
一
ま
せ
ん
。

ゃ
、
列
車
を
急
停
車
さ
せ
る
、
と
一
と
の
白
線
は
運
転
者
の
か
た
に

い
う
危
険
な
事
態
も
発
生
し
て
お
一
よ
く
見
て
、
よ
く
守
っ
て
も
ら
う

り

ま

す

。

一

た

め

の

も

の

で

あ
り
ま
す
。

と
の
よ
う
な
事
故
を
な
く
す
る
た
一
ふ
み
切
り
事
故
が
起
っ
て
か
ら

め
、
大
村
地
区
踏
切
事
故
防
止
対
一
。
一

旦
停
車
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の

策
協
議
会
で
は
、
取
り
あ
え
ず
、
一
で
す
が
:
・
:
・
9

と
言
っ
て
も
、
も

「
ふ
み
切
り
」
一
旦
停
止
線
(
白
一
う
お
そ
い
の
で
あ
り
ま
す
。

線
)
査
父
通
ひ
ん
繁
な
ふ
み
切
り

ふ
み
切
り
一

E
停
車
は
必
ず
守

政市村大

「
た
す
け
あ
い
」
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
、
締
切
り

は
叩
月
別
日

長
崎
県
共
同
募
金
会
で
は
つ

ぎ
の
要
領
?
第
九
幽
「
た
す
け

あ
い
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
応
募

く
だ
さ
い
。

ム
応
募
資
格
県
下
小
中
学
校

児
童
生
徒

ム
要
領

作
文
・
詩

題
名
は
任
意
な
る
も
、
内
容

は
「
た
す
け
あ
い
」
の
体
験

ま
た
は
こ
れ
に
対
す
る
考
え

方
等
、
社
会
福
祉
に
対
す
る

理
解
や
、
心
情
争
具
体
的
に

深
め
て
い
く
も
の
。

②
字
数
小
学
生
千
二
百
字
以
内

中
学
生
二
千
字
以
内

た
だ
し
、
題
名
、
学
年
、
氏

名
を
除
き
、
定
め
ら
れ
た
字

数
以
上
の
作
品
は
審
査
の
対

{毎月1日.11日.ro日発行}昭和初年S月20日
(昭和u年4月H日第三種郵便物認可〉

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⑦
用
紙
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

学
医
所
在
地
、
学
校
名
、
応

募
者
の
丘
所
を
末
尾
に
記
入

の
と
と

①
送
り
先

長
崎
市
東
申
町
四

O

長
崎
県
共
同
募
金
会
事

務
局

①
締
切
昭
和
三
十
六
年
十
月

二
十
日

ム
審
査
地
方
審
査
、
全
国
審

査
に
よ
る

ム
表
彰
地
万
、
全
国
審
査
の

入
選
作
者
に
は
多
く
の
賞
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。
.

4

ム
発
表
地
方
審
査
は
十
一
月

下
旬
、
全
国
審
査
は
十
二
月

上
旬

な
お
、
詳
細
は
福
祉
事
務
所
へ

(
福
祉
事
務
附
)

松
く
い
虫
の
駆
除

昭
和
三
十
六
年
九
月
一
日
か

ら
十
月
五
固
ま
で
の
聞
に
、
松

く
い
由
駆
除
を
行
な
う
よ
う
、

農
林
大
臣
命
令
が
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
被
害
木
所
有
者
は、

つ
ぎ
の
措
憶
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い

①
松
く
い
虫
の
つ
い
て
い
る
樹

木
を
伐
倒
レ
、
校
条
を
き
り

と
り
、
そ
の
幹
お
よ
び
伐
根

の
皮
を
は
ぎ
、
害
虫
お
よ
び

そ
れ
ら
が
つ
い
て
い
る
枝
条

お
よ
び
樹
皮
を
、
そ
の
所
在

地
付
近
で
焼
却
す
る
と
と
、

②
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

降
伐
採
さ
れ
た
、
松
の
伐
採

跡
地
の
所
有
者
ま
た
は
、
管

理
者
は
そ
の
伐
採
跡
地
に
放

棄
さ
れ
た
幹
お
よ
び
根
株

(害
虫
が
付
着
し
ま
た
は
付

着
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
下

の
部
分
室
芯
)
の
皮
を
は

い
で
、
害
虫
お
よ
び
枝
条
ま

た
は
樹
皮
を
、
そ
の
所
在
地

付
近
で
焼
却
す
る
と
と
、

③
害
虫
が
つ
い
て
い
る
、
松
の

伐
採
木
等
の
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
は
そ
の
伐
採
木
等
の

皮
を
は
ぎ
、
害
虫
お
よ
び
そ

れ
ら
が
つ
い
て
い
る
、
枝
条

ま
た
は
樹
皮
を
そ
の
場
所
で

焼
却
す
る
と
と

以
上
の
処
理
を
行
な
っ
た
か

た
は
、
終
了
し
た
日
か
ら
十

日
内
に
、
市
農
林
課
に
印
鑑

持
参
の
う
え
届
出
て
、
補
償

金
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ

い

。

(

農
林
課
)

事
務
官
等
を
募
集

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊
で

は
つ
ぎ
の
と
お
り
職
員
ぞ
募
集

し
ま
す
。

ム
採
用
人
員
、
職
種
若
干
名

(男
、
女
)
公
務
員

(
一
般

事
務
及
び
調
理
士

(希
望
者

を
含
む
)
)

ム
応
募
資
格

ω高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
す
る
者

ω年
令
高
等
学
校
卒
業
者
二

十
才
短
期
大
挙
牟
二
十

二
才
大
単
率
二
十
四
才

ム
願
書
締
切
日

ω昭
和
三
十
六
年
十
月
六
日
ま

でω履
歴
書
一
部
、
写
真
二
枚

(
縦
一
ニ
×
警
一
セ
ン
チ
)

大
村
航
空
隊
総
務
室
人
事
係
あ

てム
採
用
試
験
の
日
時
等

ω日
時
、
場
所
十
月
八
日

(日
)
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
大
村
航
空
隊

く
わ
し
い
乙
と
は
、

大
村
航
空

暗
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

N
H
K
青
年
の
主
強
県

予
選
会

県
教
育
蚕
員
会
、

N
H
K

長
崎
放
送
局
で
は
、
県
下
各
地

の
青
年
に
意
見
発
表
の
場
を
与

え
、
青
年
の
建
設
的
江
意
見
を

社
会
に
反
影
さ
せ
る
た
め
、
つ

ぎ
の
と
お
り
一
青
年
の
主
張
」

の
募
集
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
市
内
の
青
年
の
皆
さ
ん

も
多
数
応
募
レ
て
く
だ
さ
い
。

ム
参
加
資
格
県
内
に
居
住
し

昭
和
十
一
年
一
月
十
六
日
か

ら
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
。

ム
課
題
ム
現
代
に
お
け
る

青
年
の
役
割

ム
青
春
の
よ
ろ
と
び

ム
あ
す
の
社
会
を
き
づ
く

た
め
に

ム
募
集
要
領
発
表
時
聞
は
5

分
以
内

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
使
用
、

て

…

挙

…

八

月

二

十

五

…

習

…

E
…
日
福
重
寿
古
公
…

リヨ

F
川
退
品
川
民
舘
で
、
八
月
川

い
，
川
、
川
三
十
日
鈴
田
専

川

M
H
川
し
川
念
寺
で
、
公
明
一

:

:

1

1

'
 

ぺ

川

る

川

選

挙
推
進
を
白
川

-

o

l

 

巳

3
川

1
J
川
的
と
し
て
、
部
川

!

ー

1

1

Z
-

白
川
目
d

川
落
民
多
数
が
集

川

ま
っ
て
、

身
近
か
な
空
活
を
中
心
叩

に
活
発
な
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
川

ま
し
た
。
乙
れ
は
地
区
公
民
館
の
川

主
催
で、

公
明
選
準
常
啓
発
運
動
川

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

w

で
、
他
地
区
で
も
、
ぜ
ひ
話
し
合
川

い
学
習
を
実
施
し
て
明
る
い
選
挙
川

明
る
い
政
治
へ
の
布
石
に
し
た
い
川

と
い
ろ
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
鈴
田
専
念
寺
で
川

の
話
し
合
い
)

題
目
、
正
所
、
氏
名
、
年
令

職
業
を
記
入
す
る
。

ム
申
込
み
九
月
三
十
日
ま
で

長
崎
市
外
浦
町
一
長
崎
県

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

あ
て

ム
予
選
会
十
月
十
七
日
(
火
)

諌
阜
市
中
央
公
民
館
で
開
催

(
市
教
育
委
員
会
)

ね

火

め

夜

は

か

う

や

き

確

よ

出

と

を

し

外

る

元

ま

し

よ

う

。

あ

り

ま

せ

ん

。

酸

位

の

度

合
に

【
飼
料
作
物
〕
も
よ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も

【

水

稲

】

台

風

一

過
、
天
候
も
安
定
し
一

0
ア
ー
ル
当
り
、
タ
ン
カ
ル

台
風
通
過
後
に
倒
れ
た
稲
は
で
き
ま
し
た
。
と
れ
か
ら
の
一
五
O
J
一
0
0キ
ロ
く
ら
い
与

減
収
が
大
き
く
、
と
と
に
穂
先
カ
月
間
は
、
飼
制
作
物
の
碍
付
え
ま
し
ょ
う
。

が
地
面
に
つ
い
て
い
る
穂
を
そ
適
期
で
す
。
作
付
上
の
注
意
点
①
肥
料
は
十
分
与
ま
し
ょ
う

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
病
気
を
、
二
、
三
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
堆
厩
肥
は
、
一

0
ア
ー
ル
当
り

や
害
虫
が

ひ

ろ

が

っ

た

り

、

登

う

・

一

0
0
0キ
ロ
以
上
、
化
学
肥

熱
が
不
良
に
な
る
な
ど
の
原
因
①
蒔
付
適
期
巻
、
に
が
さ
な
料
は
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
サ
ン
、
ヵ

で
減
収
し
ま
ず
か
ら
引
き
起
し
い
乙
と
が
大
切
で
す
。
十
字
科
リ
、
そ
れ
ぞ
れ

一
O
、一

O
、

一

た

万

が

よ

い

場

一

O
含
有
す
る

一

合

が

多

い

よ

う

衰

弱

の

ひ

ど

い

稲

に

は

化

成

肥

料

実

一

一

で

す

。

。

/

八

0
キ
ロ

(

一

台

風

に

あ

っ

チ

ッ

ソ

肥

料

を

程
度

(い
ね
科

た
稲
は
葉
、
穂

牧
草
)
一ニ
t
五
、

あ
る
い
は
根
ま
で
傷
つ
い
て
衰
系
(
カ
ブ
等
)
の

蒔
付
適
湖

一
O
、一

O
、
含
有
す
あ
化
成

弱
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
日
も
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
肥
料
を
四
O
i六
0
キ
ロ
程
度

早
く
回
復
さ
せ
る
乙
と
が
大
切
も
の
は
、
乙
れ
か
ら
の
一
月
間
(
ま
め
科
牧
草
)与
え
る
と
よ
い

で
す
。
潜
水
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
で
す
。
お
そ
く
と
も
十
月
末
ま

で
し
ょ
う
。

お
い
、

表
弱
の
甚
だ
し
い
と
き
で
に
蒔
付
な
い
と
、
枚
量
が
お

①
施
肥
や
時
付
は
ム一
つ
が
な

は
チ
ッ
ソ
肥
料
を
一

0
ア

ー

ル

ち

て

き

ま

す

。

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ
う
。
栴
肥

当
り
七
O
O
J八
0
0グ
ラ
ム
①
土
の
酸
位
を
、
な
お
し
ま
や
蒔
付
に
ム
ラ
が
あ
る
と
牧
量

ぐ
ら
い
施
す
乙
と
も
必
要
で
し
し
よ
う
。
酸
位
が
強
い
と
、
豆
に
大
き
い
影
響
が
あ
り
立
す
の

よ

う

。

科

牧

草

は

も

ち

ろ

ん

の

乙

と

、

で

、

で

き

る

だ

け

て

い

ね
い
に

ウ
ン
カ
の
発
主
に
注
意
し
ま
い
ね
科
牧
草
で
も
で
斉
-
が
良
く
し
た
い
も
の
で
す
。

メ

9
月

m日
万
本
紙
で
、

ど
通
知
し
た
と
お
り
、

9
月
四
日
か
ら
各
地
区

で
秋
の
種
痘
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す。

実
施
日

お
よ
び
場
所
を
再
度
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

所場ル』口H施
由
夫痘種の秋お忘

れ
な
く
、
該
当
者
は
必
ず

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
当
日
は
必
ず
母
子
手
帳

を
ど
持
参
く
だ
さ
い
。

接

種

月

日

境

附

9
月
お
日
松
原
出
張
所

h
q
m
日

萱

瀬

出

張

所

h
q
U
日

福
重
出
張
所

h
q
m
m
日
東
大
村
小
学
校

時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で保
護
者
に
ご
注
意

イ
接
種
当
日
お
よ
び
翌
日
は

安
静
を
守
り
、
激
動
、
入
浴

室
。
付
る
と
と
。

ロ
接
種
部
位
は
清
潔
に
し
て

モ
~、，

く
だ
さ
い
。

ハ
接
種
部
位
は
、
予
防
接
種

を
受
け
た
後
十
分
か
ら
十
五
‘

分
ま
で
の
間
着
衣
し
な
い
で

館
出
し
自
然
に
乾
燥
さ
せ
て

ぐ
だ
さ
い
。

ニ

接
種
部
位
は・
際
擦
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

猟
銃
空
気
銃
の
検
査

猟
銃
空
気
銃
の
検
査
を
つ
ぎ

の
日
劃
で
実
施
し
ま
ず
か
ら
許

可
証
と
現
物
J

信
ど
持
参
く
だ
さ

お
日

(
9
時
t
3時
)
大
村

蕃
察
署
武
道
場
(
大
村
、
西
大

村
)
羽
田

(
9
時
J
n
時
)
賀
瀬
禿

鶴
安
宅

幻
自

(
9
時

t
日
時
)
福
重
駐

在
所
釘
日

(
1
時

t
4時
)
松
原
駐

在
所

泊
目

(
9
1
ロ
時
)
竹
松
原
口

巡
査
部
長
派
出
所

m日
(
9
i
n時
)
一ご
出
駐
在

所mu
日

(
2
1
4
時
)
鈴
田
駐
在

所

(

大

村

警

察
署
)

現
児
検
診
実
施

日
の
訂
正

九
月
十
日
号
本
紙
で
、
ど
通
知

し
ま
し
た
、
乳
児
一

斉
検
診
コ

ン
ク
ー
ル
の
第一

次
審
査
を
つ

ぎ
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

実
施
期
日

9
月
お
日

9
月
町
内
日

Q

月

打

日

福

重
出
張
所

9
月

何

回

竹

松
山山
静
所

9
月
m
m
日

大

村

保

健

所

川
月
2
日

市

立

病
院

受
付
時
聞
は
、
一
時
か
ら
二
時

ま
で

場
所

松
原
出
援
附

賀
瀬
出
張
所


